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はじめに

沖縄県は北緯 20〜 30度に位置する島嶼群から

構成される．沖縄本島から八重山地方までは約

400kmの距離があり，南西方向に伸びる弧状列島

を形成する．気候区分は亜熱帯海洋性気候に属

す．夏期（7 月）の平均気温・平均湿度は 28.2
℃，82%，冬期（1 月）の平均気温・平均湿度は

16.0℃，70% である（木崎ほか，1980）．アジア

大陸東岸の季節風域（アジアモンスーン）のため

冬期は乾燥しかつ本州よりも温暖で過ごしやすい

時期といえる．一方，梅雨から夏期（7 〜 8 月）

は気温・湿度ともに熱帯地域と類似しており不快

指数は 80 を超える（木崎ほか，1980）．ただし上

記のデータは 1980 年代以前のものである．ちな

みに，2016年の 7月は 29.8℃，76%，1月は 17.4
℃，71% であった（気象庁 http://www.data.jma.
go.jp）．夏期，冬期の気温差からもわかるよう

に，アジアモンスーン気候の影響を受けることか

ら，季節の変わり目には秋雨前線や梅雨前線の通

過を幾度となく経験することになり，およそ一週

間周期で前線は通過する．

近年インターネットの進化と気象衛星からの情

報量の増加により，概ね一週間先までの気圧配置

情報を簡単に知ることができる．また，沖縄は四

方を海に囲まれているため，山地などの影響が少

なく，気象状況の変化を予想し，観察・体験する

ことが可能である．本報告では琉球大学教育学部

の地学関連の講義で使用した気圧配置図を用い

て，前線通過の例を紹介する．加えて，小・中学

校教育現場での活用の可能性を検討する．

1．週間気圧配置図と前線の予想
1.1　春〜初夏

図 1 に 2013 年 5 月 9 日に取得した週間気圧配

置図（予想図）を示す．ダウンロードサイトは

BioWeather Service （http://www.bioweather.net）
である．5月11日に前線通過が予想できる．実際

の天気では5/11曇り，5/12曇り，5/13雨であり予

想された降雨は若干遅れている．日本気象協会に

よって実際の天気は“5/10:西から前線が近づき、

日中は沖縄から東海に雨雲がかかった．沖縄県の

川平は 1 時間 58 ミリの非常に激しい雨”，“5/11:
朝は南西諸島に活発な雨雲がかかり、沖縄の名護

や国頭で1時間に50ミリ以上の滝のような雨を観

測”であったことが報告されている．5/14 に沖縄

地方梅雨入りが発表された．

1.2. 春〜初夏

図 2 に 2016 年 6 月 9 日に取得した週間気圧配

置図を示す．6月12日に沖縄の北に前線（梅雨前

線）が伸び，翌日〜翌日にかけて南下することが

予想される．実際の天気は 6/12 曇り，6/13 雨， 
6/14 雨で概ね予想通りの天候であった．日本気象

協会の報告では，“6/12: 梅雨前線上の低気圧が九

州付近を東進．沖縄や九州、四国では大気の状態

が不安定になり局地的に激しい雨や雷雨．名護で
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